
秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設 

第１回 地域密着型介護老人福祉施設運営推進会議 会議記録 
 

開催日時 令和８年６月３０日（火） １４時００分～ 

開催場所 秀峰苑 多目的室 

参加者 

苦情解決第三者委員 小笠原洋子 様 

苦情解決第三者委員 玉山正彦 様 

玉山地域包括支援センター管理者 村上福導 様 

入居者家族代表 A 様 

法人理事長 岡本宗明 

施設長 西尾卓樹 

事務局 岩舘弘幸（業務部長） 

事務局 高橋未羽（ユニット型生活相談員） 

事務局 古里晃大（地域密着型生活相談員） 

欠席：苦情解決第三者委員 玉井真美子 様、入居者代表 B 様 

司会進行 施設長 西尾卓樹 

記録作成 事務局 岩舘弘幸 

 

【会議内容】 

１．開会・理事長挨拶 

 定刻に開会し、法人理事長より挨拶があった。新施設開設後初めての地域密着型介護老人福祉施設の

運営推進会議であり、地域に開かれた施設運営とサービスの質の確保に向け、委員から意見・助言をい

ただきたい旨を説明した。 

 

２．出席者紹介 

出席者名簿に基づき、外部委員、入居者家族代表、法人・施設職員、事務局の紹介を行った。 

 

３．業務報告 

（１）運営推進会議の目的、施設概要・運営方針について 

・運営推進会議は、地域密着型サービス事業者が提供しているサービス内容や活動状況を、利用者、家    

族、地域住民代表、地域包括支援センター職員、知見を有する者等に報告し、評価・要望・助言を受け

ることにより、利用者の抱え込みを防止し、地域に開かれたサービスとして質の確保を図ることを目的

とする旨を説明した。 

・会議は概ね２か月に１回以上開催し、報告事項、評価、要望、助言等について記録を作成し、個人情

報に配慮して公表することを説明した。 

・施設概要として、秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設は、定員１５名、多床室３人部屋を５室と

する地域密着型介護老人福祉施設であり、同一建物内にユニット型介護老人福祉施設６０床、空床利用

型短期入所生活介護等を併設していることを報告した。 

 

（２）旧施設から新施設への移行経過、開設後の利用者状況・活動状況について 

・旧施設から新施設へ移行するにあたり、新施設はユニット型個室６０名、地域密着型多床室１５名の

定員となるため、既入所者の希望や経済的事情等を踏まえ、地域密着型多床室への移行対象者を調整し

たことを報告した。 



・令和８年２月９日付で意向確認を行い、地域密着型多床室希望者について、収入、支出、預貯金等を

踏まえた支払い見通し、家族補填の可否等を確認した。優先順位は、生活保護受給者を最優先とし、支

払い見通し、月々の支払いの厳しさ、家族補填の有無等を総合して整理した。令和８年３月４日付で対

象者へ優先順位を通知し、原則として上位１５名を移行対象としたことを説明した。 

・盛岡市以外に住所を有する既入所者については、区域外利用に該当するため、盛岡市及び当該市町

村・保険者と取扱いを確認し、必要な指定申請手続き等を進めながら調整したことを報告した。 

・令和８年６月２９日時点の利用者状況として、定員１５名に対し入所者１４名、入所率９３．３％、

全員女性、平均年齢８７．７歳、平均要介護度３．８６、要介護度内訳は要介護３が６名、要介護４が

４名、要介護５が４名であることを報告した。１名空床については、生活保護受給者の待機者を調整中

である旨を説明した。 

・主な生活支援として、食事、排泄、入浴、健康管理、見守り支援機器 aams の活用、金銭管理支援等

について報告した。食事については、新施設移行後、温冷配膳車による適温提供が可能となり、副食は

委託業者のセントラルキッチン方式に変更されたが、全般的には好評である旨を説明した。 

・地域行事・活動として、６月１０日に玉寿荘様主催のチャグチャグ馬っこ交流会へ２名が参加し、エ

サやりや記念撮影等を行ったこと、６月１３日にチャグチャグ馬っこ見物へ６名が参加したこと、６月

２８日に誕生会を実施したことを報告した。また、盛岡市の認知症支援に関するオレンジガーデニング

プロジェクトについて、施設レクリエーションへの取り入れを検討中であることを報告した。 

・面会・家族等との交流状況として、５～６月の面会は１９件、相談連絡は１３件であり、差し入れや

生活用品の持参、体調・食事形態・皮膚状態・看取り期の食事状況等について、必要に応じて家族へ説

明・相談を行っていることを報告した。 

 

（３）安全管理、権利擁護、職員研修、防災訓練の状況について 

・事故・ヒヤリハットの状況として、対象期間中２５件、対象者１１名であり、転倒・転落関連、内出

血・打撲・皮膚損傷等、見守り機器・アラート関連、食事・水分、与薬関連等があったことを報告した。

分類は１件に複数要素を含むため重複がある旨を説明した。 

・新施設開設直後は、新しい居室環境や動線への適応、車椅子・歩行器・ベッド周辺の安全確認等が課

題となる場面があり、車椅子ブレーキ確認、ベッド柵位置調整、見守り機器のＯＮ／ＯＦＦ確認、必要

時の２人介助、食事温度や水分の置き場所の確認等に取り組んでいることを報告した。 

・虐待防止・身体拘束廃止について、対象期間中は虐待又は身体拘束の実施に該当するものは確認され

ていないこと、身体拘束を行わないケアを基本とし、緊急やむを得ない場合には切迫性・非代替性・一

時性の三要件を確認することを説明した。 

・職員研修として、５月１３日に地域密着型の生活相談員兼ケアワーカー１名が身体拘束廃止に向けた

ＤＶＤ視聴研修を実施したこと、５月２７日に盛岡市保健福祉部長寿社会課職員を外部講師として、看

取り・人生会議（ＡＣＰ）に関する苑内研修を実施し２２名が参加したことを報告した。 

・防火・防災訓練として、５月２０日に防災設備機器取り扱い訓練を１２名で実施し、火災受信盤、自

動消防通報装置、非常放送設備、排煙口、防火戸、消火散水栓等を確認したこと、６月１７日に消火散

水栓放水訓練を１０名で実施し、放水時の水圧・姿勢・取扱いを確認したことを報告した。 

 

 

 

 

 

 



４．質疑応答・助言、要望、評価等 

  

新施設移行後の事故・ヒヤリハット件数につい

て、旧施設と比較して増えているのか、横ばい

なのかとの質問があった。また、高齢者の転倒

は骨折や寝たきりにつながるため、引き続き注

意が必要であるとの助言があった。 

事務局より、新施設移行後で職員・入居者とも環境に慣れ

ていないことに加え、旧施設で使用していた床式センサー

から見守り支援機器 aams へ変わり、起き上がりや離床等を

早い段階で把握できるようになったため、事故だけでなく

事故につながり得るヒヤリハットも拾いやすくなっている

ことを説明した。 

センサー通知が多いことを理由に安易に外すの

ではなく、通知された内容を正確に把握し、職

員間で共有して対応してほしいとの助言があっ

た。また、地震に関連したような事故が起きて

いないかや転倒リスク、防災訓練の継続につい

ても意見があった。 

施設長より、ヒヤリハットの定義や新しい機器の運用につ

いて、まだ統一しきれていない部分もあるが、重大事故に

つながらないよう職員間で情報共有しながら対応していく

ことを説明した。また、防災訓練については、各種訓練を

継続し、職員が新施設の設備に慣れていく必要があること

を確認した。 

見守り支援機器 aams について、どのような仕組

みか、ＯＮ／ＯＦＦは誰がどのように行うの

か、入居者が戸惑うことはないか、職員のスマ

ートフォンへの通知とはどのようなものか質問

があった。 

事務局より、実際に iPad 画面を提示し、在床・離床、起き

上がり、心拍、呼吸、睡眠状態等の表示例を示しながら説

明した。aams はベッドマットレス下等に設置するセンサー

で、職員のスマートフォン等へ通知する仕組みであり、ナ

ースコールを自力で押すことが難しい方や転倒・転落リス

クのある方を中心に活用していることを説明した。 

aams のＯＮ／ＯＦＦや入れ忘れ、通知の運用に

ついて、どのような場面で起こるのか質問があ

った。 

事務局より、使用開始当初は多くの利用者に設置していた

が、転倒リスクが低い方、ナースコールを自力で押せる方

等については使用の必要性を見直し、新規入所者やリスク

の高い方へ付け替えるなど、利用者ごとに調整しているこ

とを説明した。通知の種類や感度、センサーマットの位置

によって通知状況が変わるため、職員が機器の特性に慣れ

ながら、必要な通知を見極めて運用していることを説明し

た。 

aams により睡眠状態も把握できることについて

質問があった。 

事務局より、睡眠の浅さや覚醒状況等の傾向を把握できる

場合があり、睡眠状態が変化している方については家族へ

情報提供したり、受診時に医師へ相談する資料として活用

できる場合があることを説明した。 

施設で支援してもらっていることへの感謝の発

言があった。あわせて、食事提供方法について

話題となり、チルド配送方式や温冷配膳車の導

入について確認があった。 

施設長より、新施設では副食がチルド配送となり、施設で

温めて提供する方式となったこと、ミキサー食・刻み食等

の食形態にも対応していることを説明した。温冷配膳車の

導入により、温かいものは温かく、冷たいものは冷たい状

態で提供できるようになったことも説明した。 

自前給食を継続してきたことへの評価と、今後

は省力化も必要であるとの意見があった。 

施設長より、給食業務も人手不足の影響があり、温め提供

方式により負担軽減が図られていること、その分、利用者

支援に人手をかけていきたい旨を説明した。 

地域住民から「まだ工事中で入所できないので

はないか」との声があるため、工事完了時期や

入所申込みの受付状況について質問があった。

また、内覧会の来場者数について質問があっ

た。 

施設長より、旧施設解体や外構整備は１０月から１１月頃

までかかる見込みであるが、新施設はすでに稼働してお

り、入所申込みも受け付けていることを説明した。内覧会

については、半日で２９５名の来場があり、地域住民や近

隣事業者等の来場があったことを報告した。あわせて、近

隣施設の閉鎖に伴い入所者の受け入れ相談があり、７月中

に５名程度を受け入れる方向で調整していること、入居者

の受け入れに伴い職員確保も必要であり、実習受け入れ等

を通じた採用にも取り組んでいることを説明した。 

新施設では居室や生活スペースに入って面会で

きるようになり、生活の様子が見えることは安

心につながるとの意見があった。 

施設長より、感染状況に配慮しながら、可能な範囲で生活

の様子が伝わる面会環境を継続していきたいと説明した。 

 



５．その他 

・第１回目の会議であり、今後も概ね２か月に１回開催し、活動状況、安全管理、研修、防災、地域交

流等について報告し、委員から意見・助言を受ける機会とすることを確認した。 

・次回開催日は、令和８年８月２８日（金）１４時００分からを予定することで調整した。 

・利用者家族代表については、今後の開催日程や出席可能状況を踏まえ、必要に応じて調整することと

した。 

 



令和８年度 第１回玉山秀峰会 
 地域密着型事業 運営推進会議 次第  
 

 

 

日 時 令和８年６月３０日（火） 
                        １４：００～  

場 所 秀峰苑 多目的室     

 

 

１  開 会 

 

２  理事長挨拶 

 

３  出席者紹介 

 

４  議 事 

 

   ① 運営推進会議の目的、施設概要・運営方針 
   ② 旧施設から新施設への移行経過、開設後の利用者状況・活動状況 
   ③ 安全管理、権利擁護、職員研修、防災訓練の状況 
   ④ 意見交換（地域との関わり、要望・助言等） 

 

５  その他 

 

６  閉 会 

 



社会福祉法人玉山秀峰会 地域密着型事業  

運営推進会議実施要項 
 
１ 運営推進会議の目的 

運営推進会議は、介護保険法の運営基準に基づき、地域密着型サービス事業者が

自ら設置するもので、利用者の家族や地域住民の代表者等に、提供しているサービ

ス内容を明らかにすることで事業所による利用者の「抱え込み」を防止し、地域に

開かれたサービスとすることで、サービスの質の確保を図ることを目的とする。 
 
２ 運営推進会議の設置主体 
   設置主体は社会福祉法人玉山秀峰会とする。 
 
３ 運営推進会議の委員構成 
   運営推進会議の構成員は以下の通りとし、委員は理事長が委嘱する。 
 

① 地域密着型サービス利用者    １名（固定せず開催日を考慮し出席依頼） 
② 地域密着型サービス利用者家族  １名（固定せず開催日を考慮し出席依頼） 
③ 地域住民代表者         １名（苦情解決第三者委員より） 
④ 地域包括支援センター職員    １名 
⑤ 知見を有する者         ２名（苦情解決第三者委員より） 
⑥ 地域密着型サービス管理者    １名 
⑦ 法人理事長           １名 
⑧ 地域密着型サービス生活相談員 （事務局） 

 
４ 運営推進会議委員の任期 
   委嘱した日から２年とする。但し、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とし、委

員は再任を妨げない。 
 
５ 運営推進会議委員の報酬 
   運営推進会議委員の報酬は、出席 1 回につき 3,000 円を支給するものとする。（外部

委員のみ） 
   交通費については役員及び評議員等の報酬等に関する規程第 6 条を準用するものと

する。 
 
６ 運営推進会議の開催 
   概ね２月に１回以上運営推進会議を開催し、活動状況を報告、運営推進会議委員によ

る評価を受けるとともに、運営推進会議委員から必要な要望、助言等を聴く機会を設け



るものする。 
   尚、運営推進会議委員のうち、３項①、②、③、⑤の委員の出席が１名もいない場合、

会議は不成立とする。 
 
７ 運営推進会議の内容及び公表 
   地域密着型サービス事業者は、運営推進会議において、以下の項目について報告を行

うものとする。また、運営推進会議での報告事項、評価、要望、助言等については記録

を作成するとともに、当該記録を公表するものとする。 
 
  ・ 事業所の運営方針説明 

・ 活動状況（行事等、レクリエーション等）報告 
・ 入居者の状況報告 
・ 利用状況（人数、介護度等）報告 
・ 防火・防災訓練実施の検討  
・ 地域行事への参加の検討 
・ 入居者や家族からの要望及び苦情等に関する報告 
・ 地域住民代表からの要望や意見 
・ ヒヤリ・ハット、事故、苦情報告 
・ 職員の研修状況報告 

 
８ 地域との連携 
   地域密着型サービス事業者は、その事業の運営に当たっては、地域住民又はその自発

的な活動等との連携及び協力を行う等の地域との交流を図るものとする。 
 
 
附則 
   この要項は令和４年９月１日から施行する。 
   この要項は令和８年４月１日から施行する 
 
 
 
外部委員名簿 

  ① 開催日を考慮しその都度選任 
 ② 開催日を考慮しその都度選任 
 ③ 玉山正彦 氏（苦情解決第三者委員） 
 ④ 村上福導 氏（玉山地域包括支援センター管理者） 
 ⑤ 玉井真美子氏（苦情解決第三者委員） 

    小笠原洋子氏（苦情解決第三者委員） 
 



資料１ 

運営状況報告（議事①・②） 

 

【議事①】運営推進会議の目的、施設概要・運営方針 

１．施設概要 

施設名称 秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設 
通称 地域密着型特別養護老人ホーム秀峰苑 
サービス種別 指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 
所在地 岩手県盛岡市下田字石羽根９９番地９０１ 
指定番号 盛岡市指定 ０３９０１００９６４号 
定員 １５名 
居室 多床室 ３人部屋 
併設施設 ユニット型介護老人福祉施設、短期入所生活介護空床利用型等 

 

２．運営推進会議の目的・運営方針 

・運営推進会議は、利用者、利用者家族、地域住民代表、地域包括支援センター職員、知見を有する者

等に、サービス内容や活動状況を報告し、評価・要望・助言を受けるために開催します。 

・利用者の意思及び人格を尊重し、一人ひとりの生活に寄り添いながら、明るく家庭的な雰囲気の中で

安心して生活できる環境づくりに努めます。 

・地域や家庭との結びつきを重視し、地域住民との交流及び地域との連携を図ります。 

 

 

【議事②】旧施設から新施設への移行経過、開設後の利用者状況・活動状況 

１．地域密着型多床室（１５床）への移行経過 

旧施設から新施設へ移行するにあたり、新施設はユニット型個室 60 名、地域密着型多床室 15名の定

員となるため、既入所者の希望や経済的事情等を踏まえ、地域密着型多床室への移行対象者を調整しま

した。 

令和 8年 2月 9日付で意向確認を行い、地域密着型多床室を希望される方については、収入、支出、

預貯金等を踏まえた支払い見通し、ご家族等による補填の可否等を確認しました。 

 優先順位は、生活保護受給者を最優先とし、支払い見通し、月々の支払いの厳しさ、家族補填の有無

等を総合して整理しました。令和 8年 3月 4日付で対象者へ優先順位を通知し、原則として上位 15名

を地域密着型多床室への移行対象としました。 

なお、盛岡市以外に住所を有する既入所者については、区域外利用に該当するため、盛岡市及び当該

市町村・保険者と取扱いを確認し、必要な指定申請手続き等を進めながら調整しました。 

 

２．利用者状況（令和８年６月２９日時点） 

入所定員 １５名 

現在の入所者数 １４名 

入所率 ９３．３％ 

性別 女性１４名／男性０名 

平均年齢 ８７．７歳 

年齢範囲 ７７歳～９５歳 

平均要介護度 ３．８６ 

要介護度内訳 要介護３：６名、要介護４：４名、要介護５：４名 

 



３．主な生活支援の状況 

開設後、食事、排泄、入浴、健康管理、生活場面での見守りを中心に、利用者の状態に合わせた支援

を行っています。 

食事場面では、摂取状況や水分摂取、介助方法を確認し、必要に応じて食事形態や提供方法を調整し

ています。新施設となり、温冷配膳者による適温での食事提供が可能となりました。副食は委託業者の

セントラルキッチンで調理済みのものを配送して使用する仕組みとなりました。全般には好評の様子で

す。 

排泄場面では、トイレ、オムツ、ポータブルトイレ等を利用者の状態に合わせて使い分け、見守り、

一部介助、全介助により支援しています。 

入浴場面では、普通浴、リフト浴（家庭浴槽用のリフトキャリー）、中間浴（デイサービスからの移

設品）等を、身体状況や当日の体調に合わせて実施しています。 

健康管理面では、看護職員と介護職員が連携し、体調変化、皮膚状態、処置の必要性等を確認してい

ます。 

見守り支援機器 aams については、起き上がり、離床、心拍・呼吸等の通知を確認し、必要に応じて

訪室、声かけ、排泄誘導、安全確認等につなげています。まだ誤検知的なところも多くあり、職員が

徐々に使用方法に慣れてきているところです。 

金銭管理支援については、本人・ご家族の管理困難なケース 3名について対応しております。 

 

４．活動状況・地域行事への参加 

日付 内容 参加状況・様子 

６月１０日 
玉寿荘様主催 チャグチャグ馬

っこ交流会へ参加 

２名参加。馬を見て喜ばれた様子。質問コー

ナーで昔の農耕馬のことを想起。人参のエサ

やり、記念撮影等で参加。 

６月１３日 チャグチャグ馬っこ見物 

６名参加。滝沢市に移動して観覧。表情良く

皆様喜ばれている、笑顔で手を振っておられ

る等の様子がありました。 

６月２８日 誕生会 １４名中１３名参加、１名不参加。 

検討中 
オレンジガーデニングプロジェ

クト 

盛岡市の認知症支援に関する取組。マリーゴ

ールド苗のプランター植えを施設レクリエー

ションに取り入れることを検討中です。 

 

５．面会・家族等との交流状況 

区分 件数 内容 

面会 １９件 対象者１１名。談話室、談話スペース、居室等で実施。 

相談連絡 １３件 対象者９名。来所・電話により、状況説明や相談を実施。 

 

面会時には、家族等の顔を見て涙ぐまれる様子や、差し入れを召し上がる様子が見られました。また、

家族等から感謝の言葉をいただいた内容もあり、家族とのつながりが利用者の安心や生活の楽しみにつ

ながっている様子が見られます。 

差し入れ・持参物として、ケーキ、焼き芋、バナナ、ジュース、菓子類、プリン、ゼリー等がありま

した。生活用品等では、塗り絵、吸水パッド、夏物衣類、義歯ブラシ、ポリデント、爪切り、内履き等

について、家族等と確認・相談しています。 

体調、食事形態、皮膚状態、出血、転倒後の様子、看取り期の食事状況、施設サービス計画作成時の

意向確認等についても、必要に応じて家族等へ説明・相談を行っています。 



資料２ 

安全管理・権利擁護・研修・防災の取組（議事③） 

１．事故・ヒヤリハットの状況 

区分 件数 主な内容 

事故・ヒヤリハット ２５件 
対象者１１名。必要に応じて個別の内容を確認し、職員間

で共有しています。 

転倒・転落関連 １４件 
居室、ベッド周辺、車椅子・歩行器使用時、端座位、独歩

等に関する内容。 

内出血・打撲・皮膚損傷等 ２１件 
入浴、移乗、排泄介助、体動、周辺物品との接触が疑われ

る内容。 

見守り機器・アラート関連 ７件 
aams の反応、入れ忘れ、通知確認、ベッド柵位置等に関す

る内容。 

食事・水分等に関するヒヤリ ２件 
食事温度確認、とろみ付き水分の置き場所等に関する内

容。 

与薬関連 １件 
内服薬のセット誤りに関する内容。医師への報告・指示確

認を実施。 

※分類は１件の内容に複数要素が含まれるため、重複を含みます。 

開設直後は、新しい居室環境や動線への適応、車椅子・歩行器・ベッド周辺の安全確認などが課題と

なる場面がありました。対応として、車椅子のブレーキ確認、ベッド柵の位置調整、見守り機器のＯＮ

／ＯＦＦ確認、必要時の２人介助、食事温度や水分の置き場所の確認などを行っています。 

 

２．虐待防止・身体拘束廃止に関する状況 

対象期間中は、虐待又は身体拘束の実施に該当するものは確認されませんでした。 

当施設では、身体拘束を行わないケアを基本とし、緊急やむを得ない場合に限り、切迫性・非代替

性・一時性の三要件を確認します。虐待防止については、委員会、指針整備、研修、担当者配置等を行

い、利用者の尊厳を守る支援に努めてまいります。 

 

３．職員研修 

実施日 研修内容 参加状況・内容 

令和８年５月１３日 
身体拘束廃止に向けたＤＶ

Ｄ視聴研修 

地域密着型の生活相談員兼ケアワーカー１名が実

施。認知症の方の言動を意思表示として捉えるこ

と、不適切ケアにつながらないよう背景を考えるこ

と、利用者を主語にしてケアを説明できることの重

要性等を学んだ。 

令和８年５月２７日 
苑内研修 看取り・人生会

議（ＡＣＰ） 

盛岡市保健福祉部長寿社会課３名の外部講師により

実施。２２名参加（オンライン１名）。人生会議

（ＡＣＰ）の考え方、本人の意思尊重、事例、カー

ドを用いたグループワーク等を実施。 

 

４．防火・防災訓練 

実施日 訓練項目 参加者数 主な内容 

令和８年５月２０日 
防災設備機器取り扱い

訓練 
１２名 

火災受信盤、自動消防通報装置、非常放送

設備、排煙口、防火戸、消火散水栓等の役

割・使用方法を確認。 

令和８年６月１７日 消火散水栓放水訓練 １０名 

消火散水栓の操作説明と放水を実施。ノズ

ル引き出し、開閉バルブ操作、ノズル先端

コック操作、水圧・放水距離、放水時の姿

勢等を確認。 



 

防災設備機器取り扱い訓練では、新施設の防災設備について職員への浸透を目的に、火災受信盤、自

動消防通報装置、施設内非常放送設備、排煙口、防火戸、消火散水栓等を確認しました。 

消火散水栓放水訓練では、参加職員全員が放水を行い、水圧、放水距離、放水時の姿勢を体感しました。

屋内消火栓より水圧が高く、放水時は体を安定させ、ホースを脇で固定する必要があることを確認しま

した。 

今後も火災想定の避難訓練、地震・水害・土砂災害等を想定した訓練、地域住民との非常時協力体制

づくりについて検討していきます。 

 



秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設 重要事項説明書 

 

１．秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設の概要 
１）施設名称等 

設置運営主体 社会福祉法人 玉山秀峰会 

施設名称 秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設 

通称 地域密着型特別養護老人ホーム秀峰苑 

サービス種別 指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

所在地 岩手県盛岡市下田字石羽根９９番地９０１ 

介護保険指定事業所番号 盛岡市指定 ０３９０１００９６４ 号 

２）事業の運営目的 
社会福祉法人玉山秀峰会が設置運営する秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設は、地域密着型介護老人

福祉施設入所者生活介護事業の適正な運営を確保するために、人員及び管理運営に関する事項を定め、利

用者の自立支援を目的に適正な事業の提供を行うことを目的とします。 

３）事業の運営方針 
老人福祉法及び介護保険法の理念に基づき、利用者の身体面、精神面、環境面を考慮した個別のサービス

計画を作成し、日常生活の自立支援に向けて、専門性を追求した介護サービスの提供を行います。 

サービスの提供にあたっては、利用者の意思及び人格を尊重するとともに、明るく家庭的な雰囲気づくり

に努め、地域や家庭との結びつきを重視した運営を行います。 

地域に密着した施設として、地域住民との交流及び地域との連携を図り、地域に開かれた運営を行います。 

① 自立支援に向け、専門職としての介護サービスを追求します。 

② ノーマライゼーションの理念に基づき、人格の尊重、人権擁護に努めます。 

③ 家庭的雰囲気の溢れる生活環境を整備します。 

④ 地域の貴重な社会資源を自覚し、医療・保健・福祉サービスの連携に努めます。 

４）当法人が運営する主な事業 
事業の種類 介護保険指定事業所番号 利用定員等 

指定介護老人福祉施設（ユニット型） ０３７２１００２８９ ６０名 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 ０３９０１００９６４ １５名 

秀峰苑指定（介護予防）短期入所生活介護事業所（ユニッ

ト型介護老人福祉施設空床利用型） 
０３７２１００２０６ 空床利用型 

秀峰苑指定地域密着型短期入所生活介護事業所（地域密着

型介護老人福祉施設空床利用型） 
０３７０１０８３９１ 空床利用型 

居宅介護支援事業 ０３７２１０００３２ － 

５）施設の設備概要 
定員 １５名 

居室 多床室 ３人部屋 

主な設備 
共同生活室（食堂・談話スペース）、浴室、静養室、医務室、

相談面会室、洗濯室、汚物処理室、介護材料室 ほか 

併設施設 秀峰苑指定介護老人福祉施設（ユニット型介護老人福祉施設） 



６）施設の職員体制及び職務内容 
職名 職務内容 配置 

施設長 施設での一切の業務の運営管理を行います。 常勤１名 

医師 
利用者の健康状態を把握し、健康保持のための適切

な処置を行います。 
１名以上 

生活相談員 
利用申込み受付、利用者及び家族からの相談、各種

連絡調整、関係機関との連絡調整等を行います。 
１名以上 

介護支援専門員 
施設サービス計画の作成、担当者会議、モニタリン

グ等を行います。 
１名以上 

看護職員 健康管理及び医療的処置を行います。 常勤換算１名以上 

介護職員 食事、入浴、排泄等の日常生活援助を行います。 常勤換算４名以上 

機能訓練指導員 
日常生活に必要な機能の維持・改善のための訓練を

行います。 
１名以上 

管理栄養士又は栄養士 
栄養並びに心身の状況、嗜好に配慮した献立作成、

栄養管理を行います。 
１名以上 

事務員等 給付費請求事務その他必要な事務を行います。 必要数 

※ 従業者の員数は、基準を満たす範囲で記載しています。 

※ 法令上兼務が認められる職種については、同一敷地内に併設する秀峰苑指定介護老人福祉施設の職務

を兼務することがあります。この場合も、各施設の人員基準を満たし、勤務表、辞令その他の書類により

兼務関係を明確にします。 

 

７）従業者の勤務体制 
職種 勤務時間 

施設長、事務員、介護支援専門員、生活相談員、看

護職員、機能訓練指導員、管理栄養士又は栄養士 
９：００～１８：００ 

介護職員（早番） ７：００～１６：００ 

介護職員（日勤） ９：００～１８：００ 

介護職員（遅番） １０：００～１９：００ 

介護職員（夜勤） １８：００～翌８：００ 

※ 勤務時間は、業務の都合により前後１時間の範囲で変更となる場合があります。 

 

２．当施設が提供する施設サービスについての相談窓口 
担当者職氏名 業務部長（生活相談員） 岩舘 弘幸 

電話 ０１９－６８３－１５１６（受付時間９：００～１８：００） 

３．当法人及び施設に対する苦情・相談窓口 
１）当法人及び施設に設置する苦情・相談窓口 

苦情解決責任者 施設長 西尾 卓樹 

苦情受付担当者 業務部長（生活相談員） 岩舘 弘幸 

電話 ０１９－６８３－１５１６（受付時間９：００～１８：００） 

２）苦情解決第三者委員会 
当法人では、利用者の立場や特性に配慮し、社会性や客観性を確保しながら適切な対応を推進するため、

苦情解決第三者委員会を設置しています。 

 



苦情解決第三者委員氏名及び連絡先 

・小笠原洋子（元盛岡市教育委員会教育相談員）     電話番号 ０１９－６２５－２７８６ 

・玉井真美子（元盛岡赤十字病院薬剤師）        電話番号 ０１９－６６２－０１９６ 

・玉山 正彦（元盛岡市社会福祉協議会玉山支所事務局長）電話番号 ０９０－９０３８－８３７８ 

 

３）苦情・相談に係るその他の受付機関 
① 盛岡市 保健福祉部 介護保険課 受付相談係（所在地市の相談窓口） 

  所在地 岩手県盛岡市内丸１２－２ 盛岡市役所別館５階 

  電話  ０１９－６２６－７５６１ 

② 利用者の保険者市町村 介護保険担当課 

  ※ 地域密着型サービスであるため、原則として盛岡市の介護保険被保険者が利用対象となりますが、

必要に応じて被保険者証に記載された保険者市町村の介護保険担当窓口へもご相談いただけます。 

③ 岩手県国民健康保険団体連合会 保健介護課分室（介護サービス相談・苦情窓口） 

  所在地 岩手県盛岡市大沢川原三丁目７番３０号 

  電話  ０１９－６０４－６７００ 

  ＦＡＸ ０１９－６０４－６７０１ 

４．施設サービスの内容 
１）施設サービス計画の立案 
個々の身体状況、精神状況を踏まえ、生活の質の向上及び自立支援に向けた個別の施設サービス計画を作

成し、計画に基づいて介護サービス等を提供します。 

２）居室（多床室、３人部屋） 
多床室を整備しております。入所時は居室の空き状況と利用者の状態を考慮したうえで、居室を決定しま

す。また、入所後においても利用者の状態等により、居室が変更となる場合があります。 

３）食事 
管理栄養士又は栄養士の管理のもと、適時、適温、季節感の味わえる食事を提供します。また、行事食等

を実施する場合があります。食事の開始時間の目安は、朝食７時３０分、昼食１２時００分、夕食１８時

００分です。食事は、食堂、居室その他利用者が希望する場所で、その方の状態に合わせて対応します。

外出・外泊等で食事提供が不要な場合には、食事提供日の６日前の午前９時までにお申し出ください。そ

の期限を超えてキャンセルとなった場合には、当日分夕食までの食費をいただきます。 

４）入浴 
一般浴槽及び特別浴槽等を準備し、週に最低２回の入浴を実施します。ただし、健康状態によって清拭と

なる場合があります。 

５）介護 
施設サービス計画に沿って、着替え、トイレ誘導、オムツ交換、食事、入浴、移乗、移動、体位交換、シ

ーツ交換、口腔清潔、爪切り、髭剃り（カミソリ等の刃物を使った介助は行えません）、その他利用者に

必要と認められる介護サービスを行います。 

６）機能訓練 
機能訓練指導員、介護職員等が、日常の活動を通しての生活リハビリを行います。 



７）生活相談 
生活相談員に、介護以外の日常生活に関することも含め相談できます。 

８）健康管理 
定期的に熱、血圧、脈、体重の測定を行うとともに、年１回の健康診断を行います。必要に応じて、利用

者及び身元引受人の同意のもと、希望する病院での受診も可能です。受診の際は、当法人の職員による車

両送迎、付添い介助について、できる限り配慮します。 

９）行政手続代行 
行政手続きの代行を実施しております。行政手続き等に係る諸費用は、別途料金をいただきます。 

１０）預り金管理及び日常生活費用支払代行 
預り金の管理及び医療費、おやつ代、衣類代等の日常生活に係る諸費用について、支払いの代行を実施し

ております。支払いの代行に際しては、別途「預り金管理契約書」の締結が必要となります。 

１１）所持品の保管 
所持品は基本的に居室で保管していただきます。居室に置くことが難しいものについては、種類、体積、

保管環境等を踏まえ、施設で可能な範囲内でお預りします。 

１２）趣味活動、レクリエーション及び行事 
利用者の生きがいや季節感を体感していただきながら、ゆとりのある余暇活動を味わっていただくことを

目的として、各種レクリエーションや行事を開催します。 

１３）見守り支援機器の活用 

当施設では、利用者の安全確保、状態変化の早期把握、必要なケアの実施及び職員の見守り業務の標準化

を目的として、見守り支援機器「aams.介護」を使用する場合があります。 

aams.介護は、ベッドマットレス下等に設置したセンサーマットにより、心拍、呼吸、体動、在床・離床、

睡眠状態等の変化を確認し、必要に応じて職員へアラート通知を行う機器です。 

ナースコールを自力で使用することが難しい方、転倒・転落リスクのある方、夜間の状態把握が必要な方

等について、日中・夜間を問わず、早めの訪室、声かけ、排泄介助、体位調整、安全確認等につなげるた

めに活用します。 

使用にあたっては、利用者の状態、ナースコールの自力使用の可否、転倒・転落リスク、夜間の状態等を

踏まえ、必要性を検討し、プライバシーに配慮して運用します。 

本機器は、利用者の安全確保とケアの質の向上を補助するものであり、職員による直接の観察、声かけ、

介護、看護判断を置き換えるものではありません。また、通信状況、設置状況、体動、寝具の状態等によ

り、通知の遅れ、通知されない場合、実際の状態と異なる表示が生じる場合があります。 

５．入所・退所について 
１）入所手続き 
当施設への入所を希望される場合は、入所希望者又はその身元引受人等により、所定の入所申請書に必要

事項を記載していただきます。その時点で居室に空きがある場合は、ご入所いただくことができます。 

２）入所検討 
居室に空きがない場合は、空きが生じるまで入所希望待機者としてお待ちいただきます。当施設では、入

所希望者の介護の必要程度、介護者や家族等の状況、待機期間等を踏まえた上で総合的に判断し、施設サ

ービスを受ける必要性が高いと認められる方について優先的に入所していただきます。 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護であるため、原則として盛岡市の介護保険被保険者で、要介

護３以上の方が対象です。要介護１又は２の方は、特例入所に該当する場合に限り対象となります。 



３）入所時にご準備いただくもの 
（１）証書類関係 

 ① 介護保険被保険者証 

 ② 介護保険負担割合証 

 ③ 介護保険負担限度額認定証（所持されている方のみ） 

 ④ 医療保険の資格情報が確認できるもの（マイナ保険証、資格確認書等） 

 ⑤ 限度額適用認定証等（所持されている方のみ） 

 ⑥ 身体障がい者手帳（所持されている方のみ） 

 ⑦ 各種医療受給者証（所持されている方のみ） 

 ⑧ 健康手帳（所持されている方のみ） 

 ⑨ お薬手帳（所持されている方のみ） 

 ⑩ 印鑑（認め印でも可。預り金管理契約を締結しない場合は契約時のみ必要） 

 

（２）日用品関係 

 ① 薬類 

 ② ティッシュペーパー 

 ③ コップ 

 ④ 歯ブラシ 

 ⑤ 義歯洗浄剤（必要な方のみ） 

 ⑥ くずかご（必要な方のみ） 

 ⑦ くし・ブラシ（必要な方のみ） 

 ⑧ 電気カミソリ（必要な方のみ） 

 ⑨ その他普段使用されている日用品等 

 

（３）衣類関係 

 ① 下着（上下）各５枚 

 ② 普段着（上下）各５着 

 ③ 靴下５足 

 ④ 寝間着（パジャマ）３着 

 ⑤ 室内履き１足（スリッパはご遠慮ください） 

 ⑥ タオル５枚 

 ⑦ バスタオル３枚 

 ⑧ その他普段使用されている衣類等 

 ※全ての持ち物に、フルネームで利用者のお名前を記入してください。 

 ※布団寝具類・排泄用品は、施設において準備します。 

 ※洗濯機・乾燥機の使用に耐えられる衣類をご準備ください。 

 ※便や吐物で汚染した衣類は、感染症予防のために塩素系漂白を行う場合があり、色落ちの可能性があ

りますので、ご了承ください。 

 ※衣替えの季節には、衣類の交換をお願いします。 

４）退所手続き 
① 利用者のご都合により退所される場合は、退所を希望される日の１４日前までに、文書によりお申し

出ください。 

② 以下の場合は、自動的に施設サービスを終了します。 



 ・利用者が他の介護保険施設等に入所された場合 

 ・利用者が亡くなられた場合 

 ・利用者の更新後の要介護認定区分が、要支援１・２、非該当（自立）、又は要介護１・２で特例入所

非該当となった場合 

③ 利用者が病院等の医療機関に入院し、明らかに３カ月以内に退院できる見込みがない場合、又は入院

後３カ月を経過しても退院できないことが明らかになった場合は、利用者又は身元引受人との協議により

退所していただく場合があります。 

④ 以下の場合は、契約終了３０日前までに、当施設より文書で通知の上、退所していただくことがあり

ます。 

 ・利用者が正当な理由なく施設サービス利用料金の支払いを６カ月以上遅延し、催告後１４日以内に支

払わない場合 

 ・利用者や利用者の家族が、他の利用者や当施設及び職員に対して、本契約を継続しがたいほどの背信

行為を行った場合 

 ・やむを得ない事情により、当施設を閉鎖又は縮小する場合 

 

６．利用料金 
１）介護保険給付サービスの利用者負担額は、利用者の要介護度及び負担割合、施設の加算算定状況

等に応じた額となります。 

２）食費及び居住費については、別添「利用料金表」に定める額となります。なお、食費は 

１日１，４４５円、居住費（多床室）は１日９１５円です。 

３）介護保険負担限度額認定証の交付を受けた利用者は、当該認定証に記載された負担限度額により

ます。 

４）預り金管理サービス費は、預り金管理契約者に限り１日５０円です。理美容代、日常生活費その

他利用者に負担していただくことが適当と認められる費用については、実費又は別に定める額を負担

いただきます。 

５）当該月分の利用料金は、翌月１５日までに請求し、翌月末日までに、指定口座への振込み又は口

座振替の方法によりお支払いいただきます。 

※ 詳細は別添「秀峰苑指定地域密着型介護老人福祉施設利用料金表」をご確認ください。 

 

７．身元引受人 
１）入所契約の当事者は、原則として利用者本人としますが、利用者の状態等により、利用者本人の

意思決定能力、判断力の低下等が認められる場合は、身元引受人を契約当事者代理人として契約を締

結することがあります。 

２）身元引受人は、原則として利用者に係る３親等以内の法定相続人とし、２名を定めます。 

３）身元引受人には、受診・入院時の協力、契約終了時の受入先確保への協力、死亡時の遺体・遺留

金品の引受け等をお願いしています。 

 



８．事故発生時の対応 
施設サービスの提供により、利用者に対する介護事故等の重大な事故が発生した場合、あらかじめ把握し

ている緊急連絡先に基づいて、利用者の身元引受人又は家族の方へ速やかに連絡するとともに、市町村そ

の他必要な関係機関へ速やかに連絡します。 

また、利用者の安全確保を最優先に、損害賠償の対応等について誠意をもって速やかに対応します。 

 

９．協力医療機関について 
１）協力医療機関 
医療機関名称 診療科 所在地 電話番号 

医療法人真彰会 ひめかみ

病院 

精神科・神経内科・内科・呼

吸器内科・眼科 

盛岡市下田字陣場４１

番１０ 

０１９－６８３－

２１２１ 

医療法人日新堂 八角医院 
内科・消化器内科・胃腸内

科・肝臓内科・糖尿病代謝内

科・外科・整形外科 

盛岡市好摩字夏間木１

０１番地２ 

０１９－６８２－

０００７ 

医療法人日新堂 八角病院 
内科・消化器内科・内視鏡内

科・神経内科・肝臓内科・外

科・脳神経外科・整形外科 

盛岡市好摩字夏間木７

０番地１９０ 

０１９－６８２－

０２０１ 

２）協力歯科医療機関 
医療機関名称 所在地 電話番号 

まつしま歯科医院 盛岡市渋民駅２５－６ ０１９－６８３－３５３５ 

※協力医療機関での対応が困難な場合等には、利用者又は身元引受人の意向を確認の上、その他の医療機

関と連携します。 

 

１０．緊急時の対応 
利用者の容体が急変された場合は、主治医又はあらかじめ事業者が定めた医療機関に連絡する等、必要な

処置を講ずるほか、身元引受人又は家族の方に、速やかに連絡します。夜間は看護職員が不在のため、緊

急時には協力医療機関の医師・看護師と連絡を取り、指示を受けるオンコール体制です。 

１１．非常災害時の対策、感染症対策及び業務継続計画 
１）消防計画その他の非常災害に関する具体的計画に則り、避難、救出その他必要な訓練を定期的に

実施します。 

２）地域住民との連携に努め、非常時における応援協力体制の整備を図ります。 

３）火災想定の避難訓練を年２回以上実施するとともに、地震、水害、土砂災害等の自然災害を想定

した訓練を実施します。必要に応じて夜間想定の訓練も実施します。 

４）感染症の予防及びまん延の防止のため、委員会の開催、指針整備、研修及び訓練の実施等、必要

な措置を講じます。 

５）感染症や非常災害の発生時において、サービス提供を継続的に実施するための業務継続計画（Ｂ

ＣＰ）を策定し、定期的に見直します。 



１２．個人情報の取扱い 
１）当法人では、利用者の権利と尊厳を守るため、個人情報保護に対する基本方針を定めています。 

２）個人情報については、介護サービスの提供、介護保険事務、医療機関等との連絡調整、家族への

状態説明等、必要最低限の範囲内で使用、提供又は収集します。 

また、見守り支援機器により確認される心拍、呼吸、体動、在床・離床、睡眠状態、アラート履歴等の情

報についても、利用者の安全確保、状態変化の早期把握、施設サービス計画に基づくケア、事故予防、急

変時対応、カンファレンス等に必要な範囲で使用し、適切に管理します。 

３）詳細は、別紙「個人情報保護に対する基本方針」及び「個人情報の利用目的」によります。 

１３．入院となった場合の対応について 
当施設利用中に医療機関に入院された場合、入院中の手続、洗濯、オムツ類の購入等につきましては、ご

家族より対応していただくことになります。 

入院期間中には、当該利用者用のベッドを空床利用型短期入所生活介護事業の利用者に使用させていただ

く場合がありますので、ご了承ください。 

退院の際は、状態に合わせて調整を行い、円滑に施設生活へ戻ることができるよう支援します。 

 

１４．身体拘束の廃止について 
１）利用者の人権の尊重、身体的・精神的・社会的弊害をもたらすことのないよう、当法人は身体拘

束の廃止を基本方針としています。 

２）利用者の生命又は身体を保護するため、緊急やむを得ず身体拘束を行う場合は、切迫性、非代替

性、一時性の三要件を満たした場合のみに限ります。 

３）やむを得ず身体拘束を行う場合には、態様、時間、利用者の状況及び理由を記録し、利用者又は

家族に説明します。 

４）身体的拘束等の適正化のための委員会を定期的に開催し、その結果を従業員に周知徹底するとと

もに、指針の整備及び研修を実施します。 

 

１５．虐待防止について 
虐待の発生又は再発を防止するため、委員会の開催、指針整備、研修の実施、担当者の配置、成年後見制

度活用の支援等、必要な措置を講じます。虐待等が発生した場合は、速やかに市町村へ通報し、市町村が

行う調査等に協力します。 

 

１６．運営推進会議について 
当施設は、地域に開かれたサービスとし、サービスの質の確保を図るため、利用者、利用者の家族、地域

住民の代表者、市町村の職員又は地域包括支援センターの職員、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活

介護について知見を有する者等により構成される運営推進会議を設置します。 

運営推進会議は、おおむね２月に１回以上開催し、事業所の活動状況を報告し、評価を受けるとともに、

必要な要望、助言等を聴きます。会議記録を作成し、個人情報の保護に配慮した上で公表します。 



 

１７．第三者による評価の実施状況について 
第三者による評価 なし 

結果の開示 実施した場合は公表します。 

 

１８．その他留意事項 
１）面会 
① 面会時間は原則として９時００分から１８時００分までとし、事前連絡・予約を原則とします。 

② 面会場所は、原則として居室や談話室を使用し、状況により相談面会室を使用する場合があります。 

③ 面会に来られた方が風邪等に罹っていて、利用者に感染のおそれがある場合は、面会をご遠慮いただ

く場合があります。感染症流行時その他必要がある場合には、面会方法、人数、時間等を制限させていた

だくことがあります。 

④ 面会される際は、感染症や誤嚥事故の予防、物品の紛失等を避けるために、受付での手続きにご協力

ください。おやつ等の差し入れや衣類の補充等については、職員へお申し出ください。 

 

２）外泊・外出 
① 利用者の食事準備や服薬の関係がありますので、事前にご連絡ください。 

② 外泊の際は、所定の用紙に、外泊先・連絡先・外泊期間等をご記入ください。 

③ 外泊中に利用者の容体に変化が生じた場合は、当施設に至急ご連絡ください。 

④ 感染症対策が必要な時期には、時間や日数、その内容等について制限をお願いする場合があります。 

 

３）嗜好品（喫煙及び飲酒等） 
① 喫煙は、所定の場所に限ります。 

② 飲酒は原則としてできません。 

 

４）電話の使用 
① お持ち込みになった携帯電話等の使用に制限はありませんが、他の利用者の迷惑にならないよう配慮

願います。 

② 施設の電話を使用し、利用者からご家族等へ電話をかけたい場合には、職員にお申し出ください。 

 

５）ケアカンファレンス 
① 施設サービス計画作成のために、定期的に計画の見直しの会議（ケアカンファレンス）を開催します。 

② 開催時は、都度、身元引受人等へご案内します。出席が難しい場合には、電話等での連絡や面会の際

等に意向を確認したうえで、施設サービス計画を作成します。 

 

６）広報誌等 
当法人の広報誌等を発行し、身元引受人等へ送付する場合があります。 

 



７）ボランティア及び実習生の受入れ 
地域社会の拠点施設として、ボランティアや実習生の受入れを行う場合があります。 

 

８）ＩＣＴ及び見守り支援機器の活用 
感染症予防対策、面会、ケアカンファレンスその他必要な場面において、テレビ電話等のＩＣＴを活用す

る場合があります。 

また、利用者の安全確保及び状態変化の早期把握等を目的として、見守り支援機器を活用する場合があり

ます。見守り支援機器「aams.介護」の活用については、「４．施設サービスの内容 １３）見守り支援

機器の活用」に記載のとおりです。 

 

９）その他 
① 宗教や生活習慣の違いから、他人の自由を侵害しないようお願いします。 

② ペットの持ち込みは、原則としてご遠慮ください。 

③ 喧嘩、口論等、他の利用者の迷惑となる行為はお慎みください。 

④ 利用者、身元引受人、ご家族の身上に係る重要な事柄について、変更等が生じた際は、当施設に速や

かにご連絡ください。 

⑤ 重要事項説明書に記載のない事項、不明な点は、職員へお尋ねください。 

 

別紙１ 看取り介護に関する指針 
当施設における看取り介護は、日常のケアの延長線上にあるものであり、人生の最期まで尊厳ある生活を

支援するものです。看取り介護にあたっては、施設の医療体制、家族等との連絡体制、本人又は身元引受

人の同意等について説明・確認し、個別の看取り介護計画書を作成して支援します。 

 

別紙２ 個人情報保護に対する基本方針 
社会福祉法人玉山秀峰会は、利用者等の個人情報を適切に取り扱うことを重大な責務と考えます。個人情

報の取得にあたっては利用目的を明示し、その範囲内で利用し、安全性確保のための必要な対策を講じま

す。 

 

別紙３ 個人情報の利用目的 
個人情報は、介護サービスの提供、介護保険事務、医療機関や居宅サービス事業者等との連携、サービス

担当者会議、保険者等への照会への回答、施設の管理運営業務のうちサービスの維持・改善の基礎資料等

に必要な範囲で利用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



特別養護老人ホーム秀峰苑 看取り介護に関する指針 

１ 当施設における看取り介護の考え方 
看取り介護とは、特別に変わった介護をすることではなく、これまでと同じように本人の生活を

⽀えていくことであり、⽇常のケアの延⻑線上にあります。近い将来、死が避けられないとされた
本人に対し、食べること、飲むことが徐々に困難になっていく身体状態を支えるため、寄り添い、
心地よく、苦痛なく一日を過ごしていただけるようケアを工夫しながら、人生の最期まで尊厳ある
生活を支援します。 

老衰や終末期においては、身体が水分や栄養を受け入れにくくなり、無理な水分・栄養の補給や
処置が、むくみ、痰の増加、呼吸状態の変化に伴う不快感など、かえって本人の負担や苦痛につな
がる場合があります。そのため、当施設の看取り介護では、本人に大きな苦痛や負担を伴う処置、
延命を主目的とした医療処置を原則として行わず、本人の自然な経過を尊重し、安楽を保つことを
基本とします。 

一方で、疼痛、発熱、不安、呼吸状態の変化に伴う苦痛や不快感等がみられる場合には、本人の
安楽を保つことを目的として、体位調整、環境調整、声がけ、そばで見守ること、清潔の保持、口
腔内の保湿等、施設で実施可能な範囲の介護を行います。 

また、症状の緩和について医師の判断が必要な場合は、医師へ相談し、本人及び身元引受人等の
意向を踏まえて対応します。施設内で実施できない医療的処置が必要と判断される場合は、医師、
本人及び身元引受人等と施設側で相談のうえ、医療機関での対応を検討します。 
看取り介護の実施にあたっては、本人の意思を基本とし、本人が意思を表明できる場合には、その
意向を丁寧に確認します。本人の意思確認が困難な場合には、これまでの生活歴、価値観、本人ら
しさ、家族等から得られた情報を踏まえ、多職種で本人にとって最善と考えられる支援内容を検討
します。 

また、本人及び身元引受人等の意向は、心身状態の変化や時間の経過により変化し得るものとし
て、状態変化に応じて繰り返し確認し、その内容を記録します。 

２ 看取り介護を行う条件 
看取り介護の過程において、死をどのように受け止めるかという価値観は個々それぞれであり、

当施設で看取り介護を行うにあたっては、以下の点について、本人及び身元引受人等に対し、事前
に説明を行い、確認、了承を得るものとします。 
 施設における医療体制について理解をいただいていること。 
 日中は、看護職員が医師と連絡をとり指示を受け、夜間においては夜勤ケアワーカーが責任者、

医師及び協力医療機関等と連絡をとって対応すること。 
 看取り介護に対して、本人または身元引受人等の同意を得るとともに、身元引受人等と 24 時間

の連絡体制を確保していること。 



 入所時に、当施設における看取り介護の考え方、施設の医療体制、夜間及び緊急時の対応、施
設で対応可能な医療的処置の範囲、医療機関への搬送に関する考え方等について、本人及び身
元引受人等へ説明し、意向を確認すること。（常勤の医師が配置されておらず、夜間は看護職
員が不在でケアワーカーのみの体制となること、状態に変化が見られた時は嘱託医へ報告を行
い、協力医療機関等と連携し、必要に応じて対応する体制であること。） 

なお、看取り介護に関する本人及び身元引受人等の意向は、心身状態の変化や時間の経過により
変化することがあるため、必要に応じて随時確認し、意向の変化があった場合には、その意向を尊
重して支援内容を見直します。 

３ 看取り介護の具体的支援内容 
本人または身元引受人等が看取り介護を希望され、上記２に記載の条件を了承した場合、個別の

看取り介護計画書を作成し、同意のもと、以下の内容を中心とした支援を行います。 

（１）本人に対する具体的支援 
Ⅰ 身体面のケア 
 安寧、安楽のための配慮を行います（定期的な体位交換、褥瘡予防等）。 
 清潔面での配慮を行います（入浴、清拭、口腔ケア、口腔内の保湿等）。 
 適切な排泄ケアを行います（排尿、排便の確認、便秘への対応等）。 
 食事及び水分は、本人の状態に応じて、負担や無理のない範囲で、本人が希望するものを提供

します。無理に食べさせたり飲ませたりすることは行わず、本人の自然な経過を尊重します。 
 居室の環境整備を行います（必要に応じたベッド位置の変更、居室の移動、思い出の品や写真

等の配置等）。 
 発熱、疼痛、呼吸苦、不安等への配慮を行います。 
Ⅱ 精神面のケア 
 身体的、精神的苦痛の緩和に努めます。 
 コミュニケーションを重視し、不安感の除去、精神安定への支援に努めます。 
 人権を尊重し、プライバシーへの配慮を行います。 
 身近に人を感じられるような声がけや関わりを行い、本人の尊厳を守ります。 
Ⅲ 医療的対応 
 定期的な観察及び必要に応じたバイタルサイン（体温、血圧、脈拍、呼吸、血中酸素飽和度等）

の確認を行います。 
 終末期においては、無理な点滴、経管栄養、頻回な吸引等が、むくみ、痰の増加、呼吸苦、不

快感など本人の苦痛につながる場合があります。そのため、本人に大きな苦痛や負担を伴う処
置、延命を主目的とした医療処置は、原則として行いません。 

 ただし、苦痛の緩和、安楽の保持、症状の軽減のために必要と医師が判断した場合は、本人及
び身元引受人等の意向を踏まえ、施設内で可能な範囲の医療的対応を行います。 



 医療的対応の実施または中止・差し控えについては、医師、本人及び身元引受人等、施設職員
で相談し、必要な内容を記録します。 

（２）家族に対する支援 
 定期的に状態の説明を行い、家族、職員で見守る体制作りに努めます。 
 希望や心配事に真摯に対応し、職員に対して何でも言える雰囲気作りに努め、家族の精神的負

担の軽減に努めます。 
 必要に応じて面会しやすい環境を整え、家族が本人と過ごす時間を大切にできるよう支援しま

す。 
 宿泊、食事等の希望がある場合は、施設で対応可能な範囲で便宜を図ります。なお、実費が生

じる場合があります。 

４ 看取り介護の具体的手順 

（１）看取り介護の開始時期 
看取り介護の開始時期については、医師により回復の見込みがないと判断があり、死の予測がさ

れている本人に対し、医師または看護職員より本人または身元引受人等にその判断内容を丁寧に説
明したうえで、病院での延命を希望せず、終末期を当施設の介護を受けて過ごすことを希望し、看
取り介護指針の了承と看取り介護計画書に同意をいただいた日から開始します。 

（２）当施設以外での看取りを希望される場合 
本人または身元引受人等が医療機関での看取りを希望される場合は、入院に向けた支援を行いま

す。 
自宅での看取りを希望される場合は、施設は退所となりますが、自宅での医療、看護、介護サー

ビスに関する意向を確認し、医師や関係機関と連携しながら、在宅での支援につながるよう必要な
情報提供や調整を行います。 

また、退所にあたっては、施設で把握している本人の状態、ケア上の留意点、家族の意向等につ
いて、関係機関へ適切に引き継ぎます。 

（３）看取り介護の実施 
Ⅰ 本人または身元引受人等が看取り介護を行うことを希望した場合は、医師または看護職員から

の説明の他、介護支援専門員が中心となり、医師、生活相談員、看護職員、介護職員、栄養士等
と協働して看取り介護計画書を作成し、本人または身元引受人等へ説明し同意を得るものとしま
す。 

また、看取り介護に関する協議、看取り介護計画書の見直し、本人及び身元引受人等への説明
にあたっては、生活相談員を含む多職種で情報を共有し、本人及び家族等の意向を尊重した支援
を行います。 



Ⅱ 看取り介護の実施の際は、ユニット型個室または静養室（地域密着型の場合）で対応すること
とします。なお、家族が宿泊を希望する場合、ユニット型個室や静養室を活用します。希望があ
れば寝具等の便宜を図ります。 

Ⅲ 看取り介護を行う際は、概ね週に１度以上、定期的に身元引受人等に対し、状態の説明を行い
ます。 

Ⅳ 看取り介護計画書は、本人の心身状態、医師の判断、本人及び身元引受人等の意向の変化に応
じて随時見直します。また、定期的なカンファレンス及び状態変化時の協議内容については、記
録に残し、多職種間で共有します。 

Ⅴ 職員は、看取り介護計画書に基づいたケアを実施し、それを記録するとともに、本人が尊厳を
持ち、安らかな死を迎えることができるように、身体的、精神的支援に努めます。 

５ 身元引受人、医療機関等への連絡 
安らかな死が近づいたと思われた時には、身元引受人等から予め聴取している連絡先へ速やかに

連絡を行い、来苑を依頼します。日中は看護職員から協力医療機関及びかかりつけの医師へ連絡し
ます。 

夜間は、看取り介護計画書に基づき、適切に連絡及び対応を行います。 
呼吸停止などの状態変化がみられた場合は、看取り介護計画書及び施設の定める連絡体制に基づ

き、医師等へ連絡し、必要な対応を行います。 
施設での看取り介護を希望された場合であっても、本人または身元引受人等の意向に変化があっ

た場合、または医師が症状緩和等のため医療機関での対応が必要と判断した場合は、本人及び身元
引受人等、医師、施設で相談のうえ、医療機関への搬送または入院について検討します。 

６ 協力医療機関との連携体制 
当施設は協力医療機関である ひめかみ病院 との連携により、365 日、24 時間の連絡体制を確保

しております。 
協力医療機関以外のかかりつけ医及び医療機関においても連携を図り、適切な対応が行える体制

整備に努めます。 

７ 看取りに対する職員教育 
当施設職員に対し、看取り介護の目的、手順等の指針を明確に示し、看取り介護マニュアルの周

知を図るとともに、チームケアの意義、安らかな死への対応、事例の検討、死生観等についての内
部研修の開催及び外部研修への参加を促し、看取り介護に関する職員への教育を徹底します。 

また、看取り介護の実施後は、必要に応じて多職種で振り返りを行い、今後の支援の質の向上及
び職員の精神的負担の軽減に努めます。 



社会福祉法人玉山秀峰会 個人情報保護に対する基本方針 
 
 
 社会福祉法人玉山秀峰会（以下「法人」という）は、利用者等の個人情報を適切に取り扱うこ

とは、介護サービスに携わるものの重大な責務と考えております。 
 当法人が保有する利用者等の個人情報に関し、適正且つ適切な取り扱いに努力するとともに、

広く社会からの信頼を得るために、自主的なルール及び体制を確立し、個人情報に関連する法令

その他、関係法令及び厚生労働省のガイドラインを遵守し、個人情報の保護を図ることをここに

宣言します。 
 

記 
 
 １ 個人情報の適切な取得、管理、利用、開示、委託 
 

① 個人情報の取得にあたり、利用目的を明示した上で、必要な範囲の情報を取得し、利用

目的を通知又は公表し、その範囲内で利用します。 
② 個人情報の取得、利用、第三者提供にあたり、本人の同意を得ることとします。 
③ 当法人が委託をする医療、介護関係事業者は、業務の委託にあたり、個人情報保護法と

ガイドラインの趣旨を理解し、それに沿った対応を行う事業者を選定し、且つ個人情報

に係る契約を締結した上で情報提供し、委託先への適切な監督をします。 
 
 ２ 個人情報の安全性確保の措置 
 

① 当法人は、個人情報保護の取り組みを全役職員等に周知徹底させるために、個人情報保

護に関する規則類を整備し、必要な教育を継続的に行います。 
② 個人情報への不正アクセス、個人情報の漏洩、減失、または毀損の予防及び是正のため、

当法人内において規則類を整備し、安全対策に努めます。 
 
 ３ 個人情報の開示、訂正、更新、利用停止、削除、第三者提供の停止等への対応 
 

当法人は、本人が自己の個人情報について、開示、訂正、更新、利用停止、削除、第三

者提供の停止等の申し出がある場合には、速やかに対応します。これらを希望される場合

は、個人情報相談窓口 （電話０１９－６８３－１５１６）までお問い合わせください。 
 
 ４ 苦情の対応 
     
    当法人は、個人情報取り扱いに関する苦情に対し、適切且つ迅速な処理に努めます。 
 
 

平成２９年 ６月１６日 
 

社会福祉法人 玉山秀峰会  
理 事 長 岡 本 宗 明 

 



社会福祉法人玉山秀峰会 個人情報の利用目的 
 
   社会福祉法人玉山秀峰会では、個人情報保護法及び利用者の権利と尊厳を守り、安

全管理に配慮する「個人情報に関する基本方針」のもと、ここに利用者の個人情報の

「利用目的」を公表します 
 
【利用者への介護サービスの提供に必要な利用目的】 

１ 施設内部での利用目的 
① 施設が利用者等に提供する介護サービス 
② 介護保険事務 
③ 介護サービスの利用に係る施設の管理運営業務のうち次のもの 

・ 入退所等の管理 
・ 会計、経理 
・ 介護保険事務 

２ 他の介護保険事業者等への情報提供を伴う利用目的 
① 施設が利用者等に提供する介護サービスのうち 

・ 利用者に居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や居宅介護支

援事業所等との連携、サービス担当者会議、照会への回答等 
・ その他の業務委託 
・ 利用者の診療等にあたり、外部の医師の意見、助言を求める場合 
・ 家族等への心身の状態説明 

② 介護保険事務のうち 
・ 保険事務の委託 
・ 審査支払い機関へのレセプトの提出 
・ 審査支払い機関又保険者からの照会への回答 

    ③ 損害賠償保険などに係る保険会社等への相談、届け出等 
 
【上記以外の利用目的】 

１ 施設内部での利用に係る利用目的 
① 施設の管理運営業務のうち次のもの 

・ 介護サービスや業務の維持、改善の基礎資料 
・ 施設等において行われる学生等の実習の協力 
・ 施設等において行われる事例研究等 

２ 他の事業者等への情報提供に係る利用目的 
① 施設の管理運営業務のうち 

・ 外部監査機関、評価機関等への情報提供 
 

なお、あらかじめ利用者本人の同意を得ないで、利用目的の必要な範囲を超えて個人

情報を取り扱うことはいたしません。 
 

平成２９年 ６月１６日 
 

社会福祉法人 玉山秀峰会 
  理 事 長  岡 本 宗 明  



サ
 
ー

 
ビ

 
ス

 
内

 
容

算
定

単
位

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

地
域

密
着

型
介

護
老

人
福

祉
施

設
入

所
者

生
活

介
護

費
（

Ⅱ
）

日
6
0
0

6
7
1

7
4
5

8
1
7

8
8
7

利
用

者
の

要
介

護
認

定
区

分
に

応
じ

て
利

用
料

金
が

異
な

り
ま

す
。

看
護

体
制

加
算

（
Ⅰ

）
日

常
勤

の
看

護
師

を
１

名
以

上
配

置
し

て
い

る

精
神

科
医

療
養

指
導

加
算

日
精

神
科

担
当

医
に

よ
る

定
期

的
な

療
養

指
導

が
月

２
回

以
上

行
わ

れ
て

い
る

体
制

科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
（

Ⅱ
）

月

入
所

者
・

利
用

者
ご

と
の

、
A
D
L
値

、
栄

養
状

態
、

口
腔

機
能

、
認

知
症

の
状

況
そ

の
他

の
入

所
者

の
心

身
の

状
況

等
に

係
る

基
本

的
な

情
報

を
、

厚
生

労
働

省
に

提
出

し
、

次
の

よ
う

な
一

連
の

取
組

を
行

う
こ

と
。

イ
 
入

所
者

の
心

身
の

状
況

等
に

係
る

基
本

的
な

情
報

に
基

づ
き

、
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
作

成
す

る
。

ロ
 
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
当

た
っ

て
は

、
施

設
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

基
づ

い
て

、
入

所
者

の
自

立
支

援
や

重
度

化
防

止
に

資
す

る
介

護
を

実
施

す
る

。
ハ

 
Ｌ

Ｉ
Ｆ

Ｅ
へ

の
提

出
情

報
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

情
報

等
も

活
用

し
多

職
種

が
共

同
し

て
施

設
の

特
性

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

証
を

行
う

。
ニ

 
検

証
結

果
に

基
づ

き
、

入
所

者
の

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
適

切
に

見
直

し
、

施
設

全
体

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
更

な
る

向
上

に
努

め
る

。
ホ

　
疾

病
の

状
況

の
情

報
を

、
厚

生
労

働
省

に
提

出
し

て
い

る
。

生
産

性
向

上
推

進
体

制
加

算
（

Ⅱ
）

月
①

利
用

者
の

安
全

並
び

に
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

確
保

及
び

職
員

の
負

担
軽

減
に

資
す

る
方

策
を

検
討

す
る

た
め

の
委

員
会

の
開

催
や

必
要

な
安

全
対

策
を

講
じ

た
上

で
、

生
産

性
向

上
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
た

改
善

活
動

を
継

続
的

に
行

っ
て

い
る

こ
と

、
②

見
守

り
機

器
等

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

１
つ

以
上

導
入

し
て

い
る

こ
と

、
③

１
年

以
内

ご
と

に
１

回
、

業
務

改
善

の
取

組
に

よ
る

効
果

を
示

す
デ

ー
タ

の
提

供
（

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

提
出

）
を

行
う

こ
と

。

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
（

Ⅱ
）

月
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

加
算

の
算

定
に

必
要

な
賃

金
改

善
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

、
職

場
環

境
等

の
各

要
件

を
満

た
す

場
合

。

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
Ⅱ

ロ
月

上
記

に
加

え
、

生
産

性
向

上
推

進
体

制
加

算
の

取
得

等
、

国
が

定
め

る
上

乗
せ

区
分

の
要

件
を

満
た

す
場

合
に

算
定

。

朝
食

3
9
5

第
１

段
階

3
0
0

負
担

限
度

額
認

定
申

請
を

行
い

、
負

担
限

度
額

が
認

定
さ

れ
た

場
合

　
※

対
象

者
は

世
帯

全
員

及
び

配
偶

者
が

住
民

税
非

課
税

で
あ

る
事

が
共

通
の

要
件

昼
食

5
2
5

第
２

段
階

3
9
0

第
１

段
階

　
生

活
保

護
受

給
者

、
ま

た
は

老
齢

福
祉

年
金

受
給

者
 
か

つ
 
本

人
預

貯
金

等
が

1
0
0
0
万

円
以

下
（

夫
婦

は
合

計
2
0
0
0
万

円
以

下
）

の
方

夕
食

5
2
5

第
３

段
階

①
6
5
0

第
２

段
階

　
　

利
用

者
の

課
税

・
非

課
税

年
金

収
入

と
合

計
所

得
金

額
合

計
8
0
万

円
以

下
 
か

つ
 
本

人
預

貯
金

等
が

6
5
0
万

円
以

下
（

夫
婦

は
合

計
1
6
5
0
万

円
以

下
）

の
方

1
日

合
計

1
,4

4
5

第
３

段
階

②
1
,3

6
0

第
３
段
階
①
　
利
用
者
の
課
税
・
非
課
税
年
金
収
入
と
合
計
所
得
金
額
合
計
8
0
万
円
超
1
2
0
万
円
以
下
 
か
つ
 
本
人
預
貯
金
等
5
5
0
万
円
以
下
（
夫
婦
は
合
計
1
5
5
0
万
円
以
下
）
の
方

多
床

室
第

３
段

階
②

　
利

用
者

の
課

税
・

非
課

税
年

金
収

入
と

合
計

所
得

金
額

合
計

1
2
0
万

円
を

超
え

る
 
か

つ
 
本

人
預

貯
金

等
5
0
0
万

円
以

下
（

夫
婦

は
合

計
1
5
0
0
万

円
以

下
）

の
方

0
※

令
和

8
年

8
月

1
日

以
降

、
国

の
制

度
改

正
に

よ
り

食
費

・
居

住
費

が
変

更
と

な
る

予
定

で
す

。
変

更
後

の
料

金
表

は
改

め
て

交
付

し
ま

す
。

4
3
0

4
3
0

※
外
泊
時
等
は
6日

間
ま
で
居
住
費
を
算
定
しま
す

9
1
5

預
り

金
等

管
理

サ
ー

ビ
ス

費
日

預
り

金
管

理
契

約
を

締
結

し
、

利
用

者
に

係
る

金
銭

や
証

書
等

を
事

業
者

が
管

理
す

る
場

合

高
額

介
護

サ
ー

ビ
ス

費

利
用

者
負

担
額

軽
減

事
業

　
社

会
福

祉
法

人
が

、
社

会
的

役
割

の
一

環
と

し
て

、
そ

の
軽

減
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

利
用

者
の

収
入

に
応

じ
て

、
利

用
者

負
担

額
の

軽
減

を
行

な
い

ま
す

負
担

限
度

額
認

定
に

よ
る

段
階

通 常 料 金

居
住

費
（

多
床

室
）

料
金

軽
減

1
2

食
費

（
食

材
料

費
、

調
理

ｺ
ｽ
ﾄ
）

1
3
.6

%
（
令

和
8
年

5
月

3
1
日

ま
で

）

1
7
.2

%
(令

和
8
年

6
月

1
日

か
ら

）

　
利

用
者

が
、

１
カ

月
に

支
払

っ
た

、
介

護
保

険
給

付
費

の
利

用
者

負
担

額
の

合
計

額
が

、
一

定
の

上
限

額
を

超
え

た
場

合
、

そ
の

超
え

た
分

に
つ

い
て

、
払

い
戻

さ
れ

ま
す

第
２

段
階

第
１

段
階

5

1
0

　
　

  
第

３
段

階
①

②

5
0

食

N
o
.
1

5
0

介 護 保 険 給 付 サ ー ビ ス

日

通
常

お
支

払
い

た
だ

く
料

金
（

※
1
割

負
担

の
場

合
の

金
額

で
表

示
、

2
割

負
担

の
場

合
は

「
介

護
保

険
給

付
サ

ー
ビ

ス
分

」
が

2
倍

、
3
割

負
担

の
場

合
は

「
介

護
保

険
給

付
サ

ー
ビ

ス
分

」
が

3
倍

）

秀
峰

苑
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

　
利

用
料

金
表

（
令

和
8
年

5
月

1
日

～
）

区
分

負
担

限
度

額
認

定
に

よ
る

上
限

額
（
1
日

合
計

）

基
準

費
用

額
（
減

額
な

し
）

介 護 保 険 給 付 外 サ ー ビ ス

算
　

　
定

　
　

要
　

　
件

　
　

等



サ
 
ー

 
ビ

 
ス

 
内

 
容

算
定

単
位

初
期

加
算

日
入

所
日

か
ら

起
算

し
て

3
0
日

以
内

の
期

間
、

ま
た

は
3
0
日

を
超

え
る

医
療

機
関

等
へ

の
入

院
後

に
再

入
所

し
て

3
0
日

以
内

の
期

間
の

加
算

外
泊

時
費

用
日

医
療

機
関

等
に

入
院

し
た

場
合

及
び

居
宅

等
へ

外
泊

し
た

場
合

、
基

本
料

金
に

代
え

て
6
日

を
限

度
に

算
定

　
※

月
を

ま
た

ぐ
場

合
に

は
最

大
1
2
日

間

在
宅

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

た
時

の
費

用
日

外
泊

の
初

日
及

び
最

終
日

は
算

定
で

き
な

い
。

外
泊

時
費

用
を

算
定

し
て

い
る

際
に

は
、

併
算

定
で

き
な

い
。

口
腔

衛
生

管
理

加
算

（
Ⅰ

）
月

①
歯

科
医

師
の

指
示

を
受

け
た

歯
科

衛
生

士
が

、
入

所
者

に
対

し
口

腔
ケ

ア
を

月
2
回

以
上

行
う

、
②

歯
科

衛
生

士
が

、
当

該
入

所
者

に
係

る
口

腔
ケ

ア
に

つ
い

て
、

介
護

職
員

に
対

し
、

具
体

的
な

技
術

的
助

言
を

及
び

指
導

を
行

う
、

③
歯

科
衛

生
士

は
、

口
腔

に
関

す
る

問
題

点
、

歯
科

医
師

か
ら

の
指

示
、

口
腔

ケ
ア

の
内

容
等

必
要

な
事

項
を

記
録

す
る

、
④

歯
科

衛
生

士
が

、
入

所
者

の
口

腔
に

関
す

る
介

護
職

員
か

ら
の

相
談

等
に

必
要

に
応

じ
対

応
す

る
、

⑤
入

所
者

の
口

腔
の

状
態

に
よ

り
医

療
保

険
に

よ
る

対
応

が
必

要
と

な
る

場
合

に
は

、
適

切
な

歯
科

医
療

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ

れ
る

よ
う

に
情

報
提

供
を

行
う

、
⑥

歯
科

衛
生

士
が

行
っ

た
口

腔
衛

生
管

理
に

つ
い

て
の

実
施

記
録

を
管

理
し

、
必

要
に

応
じ

て
写

し
を

入
所

者
等

に
提

供
す

る

口
腔

衛
生

管
理

加
算

（
Ⅱ

）
月

口
腔

衛
生

管
理

加
算

（
Ⅰ

）
の

要
件

に
加

え
、

厚
生

労
働

省
に

情
報

を
提

出
し

、
口

腔
衛

生
等

の
管

理
の

実
施

に
当

た
っ

て
必

要
な

情
報

を
活

用
す

る

協
力

医
療

機
関

連
携

加
算

Ⅰ
月

協
力

医
療

機
関

と
の

間
で

、
入

所
者

等
の

同
意

を
得

て
病

歴
等

の
情

報
共

有
及

び
急

変
時

等
の

対
応

確
認

を
行

う
会

議
を

定
期

的
に

開
催

し
て

い
る

こ
と

。
協

力
医

療
機

関
が

、
相

談
対

応
、

診
療

対
応

及
び

入
院

受
入

れ
の

体
制

を
確

保
し

て
い

る
場

合
。

協
力

医
療

機
関

連
携

加
算

Ⅱ
月

協
力

医
療

機
関

と
の

間
で

、
入

所
者

等
の

同
意

を
得

て
病

歴
等

の
情

報
共

有
及

び
急

変
時

等
の

対
応

確
認

を
行

う
会

議
を

定
期

的
に

開
催

し
て

い
る

場
合

で
、

協
力

医
療

機
関

連
携

加
算

Ⅰ
に

該
当

し
な

い
場

合
。

退
所

時
情

報
提

供
加

算
回

入
所

者
が

退
所

し
（

在
籍

し
た

ま
ま

で
も

可
）

、
医

療
機

関
に

入
院

す
る

場
合

に
お

い
て

、
当

該
医

療
機

関
に

対
し

て
、

当
該

入
所

者
の

同
意

を
得

て
、

当
該

入
所

者
の

心
身

の
状

況
、

生
活

歴
等

の
情

報
を

提
供

し
た

上
で

、
当

該
入

所
者

の
紹

介
を

行
っ

た
場

合

退
所

時
栄

養
情

報
連

携
加

算
回

厚
生

労
働

大
臣

が
定

め
る

特
別

食
を

必
要

と
す

る
入

所
者

又
は

低
栄

養
状

態
に

あ
る

と
医

師
が

判
断

し
た

入
所

者
 
に

つ
い

て
・

管
理

栄
養

士
が

、
退

所
先

の
医

療
機

関
等

に
対

し
て

、
当

該
者

の
栄

養
管

理
に

関
す

る
情

報
を

提
供

す
る

。
・

１
月

に
つ

き
１

回
を

限
度

と
し

て
所

定
単

位
数

を
算

定
す

る
。

再
入

所
時

栄
養

連
携

加
算

回

①
入

所
者

が
医

療
機

関
に

入
院

し
、

施
設

入
所

時
と

は
大

き
く

異
な

る
栄

養
管

理
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

（
経

管
栄

養
又

は
嚥

下
調

整
食

の
新

規
導

入
）

で
あ

っ
て

、
施

設
の

管
理

栄
養

士
が

医
療

機
関

で
の

栄
養

食
事

指
導

に
同

席
し

、
再

入
所

後
の

栄
養

管
理

に
つ

い
て

医
療

機
関

の
管

理
栄

養
士

と
相

談
の

上
、

栄
養

ケ
ア

計
画

の
原

案
を

作
成

し
、

施
設

へ
再

入
所

し
た

場
合

に
１

回
に

限
り

算
定

で
き

る
②

栄
養

管
理

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

事

経
口

移
行

加
算

日
医

師
の

指
示

に
基

づ
き

、
職

員
が

共
同

し
、

現
に

経
管

に
て

摂
取

し
て

い
る

入
所

者
の

経
口

移
行

計
画

を
作

成
し

、
管

理
栄

養
士

又
は

栄
養

士
に

よ
る

栄
養

管
理

及
び

言
語

聴
覚

士
又

は
看

護
職

員
に

よ
る

支
援

を
行

っ
た

場
合

(
1
8
0
日

以
内

)

経
口

維
持

加
算

(
Ⅰ

)
月

経
口

維
持

加
算

(
Ⅱ

)
月

療
養

食
加

算
回

医
師

の
発

行
す

る
食

事
箋

に
基

づ
き

、
管

理
栄

養
士

・
栄

養
士

に
よ

る
管

理
の

も
と

、
年

齢
・

心
身

状
況

を
考

慮
し

て
、

適
切

な
栄

養
量

・
内

容
の

療
養

食
を

提
供

し
た

場
合

若
年

性
認

知
症

入
所

者
受

入
加

算
日

若
年

性
認

知
症

患
者

を
受

け
入

れ
、

本
人

や
そ

の
家

族
の

希
望

を
踏

ま
え

た
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
た

場
合

認
知

症
行

動
・

心
理

症
状

緊
急

対
応

加
算

日
医

師
が

認
知

症
の

行
動

・
心

理
症

状
に

よ
り

在
宅

生
活

困
難

で
緊

急
入

所
が

適
当

と
判

断
し

た
者

に
対

し
サ

ー
ビ

ス
提

供
し

た
場

合
、

入
所

日
か

ら
起

算
し

7
日

を
限

度

1
0
0 6

N
o
.
2

秀
峰

苑
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

　
利

用
料

金
表

（
令

和
8
年

5
月

1
日

～
）

要
件
を
満
た
し
た
場
合
の
み
お
支
払
い
た
だ
く
料
金
等
（
※
1
割
負
担
の
場
合
の
金
額
で
表
示
、
2
割
負
担
の
場
合
は
「
介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
分
」
が
2
倍
、
3
割
負
担
の
場
合
は
「
介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
分
」
が
3
倍
）

区
分

算
　

　
定

　
　

要
　

　
件

　
　

等

介 護 保 険 給 付 サ ー ビ ス

加 算 等 料 金

3
0

2
4
6

5
0 5

2
5
0

月
1
回

ま
で

1
2
0

2
0
0

4
0
0

5
6
0

9
0

1
1
0

医
師

又
は

歯
科

医
師

の
指

示
（

歯
科

医
師

指
示

で
は

医
師

か
ら

管
理

栄
養

士
へ

の
指

導
も

必
要

）
に

基
づ

き
、

職
員

が
共

同
し

、
摂

食
機

能
障

害
を

有
し

、
誤

嚥
が

認
め

ら
れ

る
入

所
者

の
経

口
維

持
計

画
を

作
成

し
、

そ
の

栄
養

管
理

を
行

っ
た

場
合

、
（

Ⅱ
）

は
（

Ⅰ
）

を
算

定
し

た
上

で
、

継
続

的
な

経
口

食
事

摂
取

支
援

の
為

の
食

事
観

察
及

び
会

議
に

、
医

師
・

歯
科

医
師

・
歯

科
衛

生
士

又
は

言
語

聴
覚

士
が

加
わ

っ
た

場
合

に
算

定

7
0

月
1
回

ま
で

2
0
0

2
8



サ
 
ー

 
ビ

 
ス

 
内

 
容

算
定

単
位

在
宅

復
帰

支
援

機
能

加
算

日
半

年
の

期
間

で
、

当
施

設
を

退
所

後
、

家
族

及
び

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
へ

の
情

報
提

供
・

調
整

等
を

行
っ

て
在

宅
生

活
を

送
る

方
が

、
退

所
者

総
数

の
２

割
い

る
場

合

退
所

前
訪

問
相

談
援

助
加

算
回

入
所

期
間

が
1
月

を
超

え
る

入
所

者
の

退
所

に
伴

い
、

介
護

支
援

専
門

員
・

生
活

相
談

員
・

看
護

職
員

・
機

能
訓

練
指

導
員

・
医

師
の

い
ず

れ
か

が
退

所
後

に
生

活
す

る
居

宅
を

訪
問

し
、

退
所

後
の

サ
ー

ビ
ス

等
、

相
談

援
助

を
行

っ
た

場
合

　
入

所
中

1
回

を
限

度
に

算
定

退
所

後
訪

問
相

談
援

助
加

算
回

退
所

後
3
0
日

以
内

に
居

宅
を

訪
問

し
相

談
援

助
を

行
っ

た
場

合
　

1
回

を
限

度
に

算
定

退
所

時
相

談
援

助
加

算
回

利
用

者
の

退
所

時
に

相
談

援
助

を
行

い
、

更
に

退
所

後
２

週
間

以
内

に
利

用
者

が
希

望
す

る
老

人
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
に

情
報

提
供

し
た

場
合

の
加

算

退
所

前
連

携
加

算
回

利
用

者
が

退
所

し
、

居
宅

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
を

利
用

す
る

場
合

で
、

居
宅

介
護

支
援

事
業

者
に

情
報

提
供

を
行

な
い

且
つ

居
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
利

用
の

調
整

を
行

な
っ

た
場

合

排
せ

つ
支

援
加

算
（

Ⅰ
）

月

イ
 
排

せ
つ

に
介

護
を

要
す

る
入

所
者

等
ご

と
に

、
要

介
護

状
態

の
軽

減
の

見
込

み
に

つ
い

て
、

医
師

又
は

医
師

と
連

携
し

た
看

護
師

が
施

設
入

所
時

等
に

評
価

す
る

と
と

も
に

、
少

な
く

と
も

三
月

に
一

回
、

評
価

を
行

い
、

そ
の

評
価

結
果

等
を

厚
生

労
働

省
に

提
出

し
、

排
せ

つ
支

援
に

当
た

っ
て

当
該

情
報

等
を

活
用

し
て

い
る

こ
と

。
ロ

 
イ

の
評

価
の

結
果

、
適

切
な

対
応

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
要

介
護

状
態

の
軽

減
が

見
込

ま
れ

る
者

に
つ

い
て

、
医

師
、

看
護

師
、

介
護

支
援

専
門

員
等

が
共

同
し

て
、

排
せ

つ
に

介
護

を
要

す
る

原
因

を
分

析
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
た

支
援

計
画

を
作

成
し

、
支

援
を

継
続

し
て

実
施

し
て

い
る

こ
と

。
ハ

 
イ

の
評

価
に

基
づ

き
、

少
な

く
と

も
三

月
に

一
回

、
入

所
者

等
ご

と
に

支
援

計
画

を
見

直
し

て
い

る
こ

と
。

排
せ

つ
支

援
加

算
（

Ⅱ
）

月
排

せ
つ

支
援

加
算

（
Ⅰ

）
の

算
定

要
件

を
満

た
し

て
い

る
施

設
等

に
お

い
て

、
適

切
な

対
応

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
要

介
護

状
態

の
軽

減
が

見
込

ま
れ

る
者

に
つ

い
て

、
施

設
入

所
時

等
と

比
較

し
て

、
排

尿
・

排
便

の
状

態
の

少
な

く
と

も
一

方
が

改
善

す
る

と
と

も
に

、
い

ず
れ

に
も

悪
化

が
な

い
　

又
は

お
む

つ
使

用
あ

り
か

ら
使

用
な

し
に

改
善

し
て

い
る

　
又

は
入

所
時

に
尿

道
カ

テ
ー

テ
ル

が
留

置
さ

れ
て

い
た

者
に

つ
い

て
、

尿
道

カ
テ

ー
テ

ル
が

抜
去

さ
れ

た
　

こ
と

排
せ

つ
支

援
加

算
（

Ⅲ
）

月
排

せ
つ

支
援

加
算

（
Ⅰ

）
の

算
定

要
件

を
満

た
し

て
い

る
施

設
等

に
お

い
て

、
適

切
な

対
応

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
要

介
護

状
態

の
軽

減
が

見
込

ま
れ

る
者

に
つ

い
て

、
施

設
入

所
時

等
と

比
較

し
て

、
排

尿
・

排
便

の
状

態
の

少
な

く
と

も
一

方
が

改
善

す
る

と
と

も
に

、
い

ず
れ

に
も

悪
化

が
な

い
 
又

は
入

所
時

に
尿

道
カ

テ
ー

テ
ル

が
留

置
さ

れ
て

い
た

者
に

つ
い

て
、

尿
道

カ
テ

ー
テ

ル
が

抜
去

さ
れ

た
　

か
つ

、
お

む
つ

使
用

あ
り

か
ら

使
用

な
し

に
改

善
し

て
い

る
　

こ
と

。

褥
瘡

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

加
算

（
Ⅰ

）
月

イ
 
入

所
者

又
は

利
用

者
ご

と
に

、
施

設
入

所
時

又
は

利
用

開
始

時
に

褥
瘡

の
有

無
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
褥

瘡
の

発
生

と
関

連
の

あ
る

リ
ス

ク
に

つ
い

て
、

施
設

入
所

時
又

は
利

用
開

始
時

に
評

価
し

、
そ

の
後

少
な

く
と

も
３

月
に

１
回

評
価

す
る

こ
と

。
ロ

 
イ

の
確

認
及

び
評

価
の

結
果

等
の

情
報

を
厚

生
労

働
省

に
提

出
し

、
褥

瘡
管

理
の

実
施

に
当

た
っ

て
、

当
該

情
報

そ
の

他
褥

瘡
管

理
の

適
切

か
つ

有
効

な
実

施
の

た
め

に
必

要
な

情
報

を
活

用
し

て
い

る
こ

と
。

ハ
 
イ

の
確

認
の

結
果

、
褥

瘡
が

認
め

ら
れ

、
又

は
イ

の
評

価
の

結
果

、
褥

瘡
が

発
生

す
る

リ
ス

ク
が

あ
る

と
さ

れ
た

入
所

者
又

は
利

用
者

ご
と

に
、

医
師

、
看

護
師

、
介

護
職

員
、

管
理

栄
養

士
、

介
護

支
援

専
門

員
そ

の
他

の
職

種
の

者
が

共
同

し
て

、
褥

瘡
管

理
に

関
す

る
褥

瘡
ケ

ア
計

画
を

作
成

し
て

い
る

こ
と

。
ニ

入
所

者
又

は
利

用
者

ご
と

の
褥

瘡
ケ

ア
計

画
に

従
い

褥
瘡

管
理

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

管
理

の
内

容
や

入
所

者
又

は
利

用
者

の
状

態
に

つ
い

て
定

期
的

に
記

録
し

て
い

る
こ

と
。

ホ
 
イ

の
評

価
に

基
づ

き
、

少
な

く
と

も
三

月
に

一
回

、
入

所
者

等
ご

と
に

褥
瘡

ケ
ア

計
画

を
見

直
し

て
い

る
こ

と
。

褥
瘡

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

加
算

（
Ⅱ

）
月

褥
瘡

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

加
算

（
Ⅰ

）
の

算
定

要
件

を
満

た
し

て
い

る
施

設
等

に
お

い
て

、
施

設
入

所
時

等
の

評
価

の
結

果
、

褥
瘡

の
認

め
ら

れ
た

入
所

者
等

に
つ

い
て

、
当

該
褥

瘡
が

治
癒

し
た

こ
と

、
又

は
褥

瘡
が

発
生

す
る

リ
ス

ク
が

あ
る

と
さ

れ
た

入
所

者
等

に
つ

い
て

、
褥

瘡
の

発
生

の
な

い
こ

と
。

4
6
0

2
0

要
件

を
満

た
し

た
場

合
の

み
お

支
払

い
た

だ
く

料
金

等
（

※
1
割

負
担

の
場

合
の

金
額

で
表

示
、

2
割

負
担

の
場

合
は

「
介

護
保

険
給

付
サ

ー
ビ

ス
分

」
が

2
倍

、
3
割

負
担

の
場

合
は

「
介

護
保

険
給

付
サ

ー
ビ

ス
分

」
が

3
倍

）

1
3

N
o
.
3

5
0
0

介 護 保 険 給 付 サ ー ビ ス
1
5 3

算
　

　
定

　
　

要
　

　
件

　
　

等

加 算 等 料 金

4
0
0

4
6
0

区
分

1
0

秀
峰

苑
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

　
利

用
料

金
表

（
令

和
8
年

5
月

1
日

～
）

1
0



サ
 
ー

 
ビ

 
ス

 
内

 
容

算
定

単
位

自
立

支
援

促
進

加
算

月

イ
 
医

師
が

入
所

者
ご

と
に

、
自

立
支

援
の

た
め

に
特

に
必

要
な

医
学

的
評

価
を

入
所

時
に

行
う

と
と

も
に

、
少

な
く

と
も

三
月

に
一

回
、

医
学

的
評

価
の

見
直

し
を

行
い

、
自

立
支

援
に

係
る

支
援

計
画

等
の

策
定

等
に

参
加

し
て

い
る

こ
と

。
ロ

 
イ

の
医

学
的

評
価

の
結

果
、

特
に

自
立

支
援

の
た

め
の

対
応

が
必

要
で

あ
る

と
さ

れ
た

者
毎

に
、

医
師

、
看

護
師

、
介

護
職

員
、

介
護

支
援

専
門

員
、

そ
の

他
の

職
種

の
者

が
共

同
し

て
、

自
立

支
援

に
係

る
支

援
計

画
を

策
定

し
、

支
援

計
画

に
従

っ
た

ケ
ア

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
。

ハ
 
イ

の
医

学
的

評
価

に
基

づ
き

、
少

な
く

と
も

三
月

に
一

回
、

入
所

者
ご

と
に

支
援

計
画

を
見

直
し

て
い

る
こ

と
。

二
 
イ

の
医

学
的

評
価

の
結

果
等

を
厚

生
労

働
省

に
提

出
し

、
当

該
情

報
そ

の
他

自
立

支
援

促
進

の
適

切
か

つ
有

効
な

実
施

の
た

め
に

必
要

な
情

報
を

活
用

し
て

い
る

こ
と

。

科
学

的
介

護
推

進
体

制
加

算
（

Ⅰ
）

月

入
所

者
・

利
用

者
ご

と
の

、
A
D
L
値

、
栄

養
状

態
、

口
腔

機
能

、
認

知
症

の
状

況
そ

の
他

の
入

所
者

の
心

身
の

状
況

等
に

係
る

基
本

的
な

情
報

を
、

厚
生

労
働

省
に

提
出

し
、

次
の

よ
う

な
一

連
の

取
組

を
行

う
こ

と
。

イ
 
入

所
者

の
心

身
の

状
況

等
に

係
る

基
本

的
な

情
報

に
基

づ
き

、
適

切
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
の

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
作

成
す

る
。

ロ
 
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
当

た
っ

て
は

、
施

設
サ

ー
ビ

ス
計

画
に

基
づ

い
て

、
入

所
者

の
自

立
支

援
や

重
度

化
防

止
に

資
す

る
介

護
を

実
施

す
る

。
ハ

 
Ｌ

Ｉ
Ｆ

Ｅ
へ

の
提

出
情

報
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

情
報

等
も

活
用

し
多

職
種

が
共

同
し

て
施

設
の

特
性

や
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

在
り

方
に

つ
い

て
検

証
を

行
う

。
ニ

 
検

証
結

果
に

基
づ

き
、

入
所

者
の

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
適

切
に

見
直

し
、

施
設

全
体

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
更

な
る

向
上

に
努

め
る

。

日 日 日 日

身
体

拘
束

廃
止

未
実

施
減

算
-

①
身

体
的

拘
束

等
を

行
う

場
合

に
は

、
そ

の
態

様
及

び
時

間
、

そ
の

際
の

入
所

者
の

心
身

の
状

況
並

び
に

緊
急

や
む

を
得

な
い

理
由

を
記

録
す

る
こ

と
。

②
身

体
的

拘
束

等
の

適
正

化
の

た
め

の
対

策
を

検
討

す
る

委
員

会
を

３
月

に
１

回
以

上
開

催
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
介

護
職

員
そ

の
他

従
業

者
に

周
知

徹
底

を
図

る
こ

と
。

③
身

体
的

拘
束

等
の

適
正

化
の

た
め

の
指

針
を

整
備

す
る

こ
と

。
④

介
護

職
員

そ
の

他
の

従
業

者
に

対
し

、
身

体
的

拘
束

等
の

適
正

化
の

た
め

の
研

修
を

定
期

的
に

実
施

す
る

こ
と

。

高
齢

者
虐

待
防

止
措

置
未

実
施

減
算

-

虐
待

の
発

生
又

は
そ

の
再

発
を

防
止

す
る

た
め

の
以

下
の

措
置

が
講

じ
ら

れ
て

い
な

い
場

合
・

虐
待

の
防

止
の

た
め

の
対

策
を

検
討

す
る

委
員

会
（

テ
レ

ビ
電

話
装

置
等

の
活

用
可

能
）

を
定

期
的

に
開

催
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
従

業
者

に
周

知
徹

底
を

図
る

こ
と

。
・

虐
待

の
防

止
の

た
め

の
指

針
を

整
備

す
る

こ
と

。
・

従
業

者
に

対
し

、
虐

待
の

防
止

の
た

め
の

研
修

を
定

期
的

に
実

施
す

る
こ

と
。

・
上

記
措

置
を

適
切

に
実

施
す

る
た

め
の

担
当

者
を

置
く

こ
と

。

安
全

対
策

体
制

加
算

回
外

部
の

研
修

を
受

け
た

担
当

者
が

配
置

さ
れ

、
施

設
内

に
安

全
対

策
部

門
を

設
置

し
、

組
織

的
に

安
全

対
策

を
実

施
す

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

業
務

継
続

計
画

未
策

定
減

算
-

以
下

の
基

準
に

適
合

し
て

い
な

い
場

合
。

・
感

染
症

や
非

常
災

害
の

発
生

時
に

お
い

て
、

利
用

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
継

続
的

に
実

施
す

る
た

め
、

及
び

非
常

時
の

体
制

で
早

期
の

業
務

再
開

を
図

る
た

め
の

業
務

継
続

計
画

を
策

定
す

る
こ

と
。

・
当

該
業

務
継

続
計

画
に

従
い

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

栄
養

管
理

の
基

準
を

満
た

さ
な

い
場

合
日

栄
養

士
又

は
管

理
栄

養
士

を
１

以
上

配
置

し
、

入
所

者
の

栄
養

状
態

の
維

持
及

び
改

善
を

図
り

、
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
各

入
所

者
の

状
態

に
応

じ
た

栄
養

管
理

を
計

画
的

に
行

う
。

理
髪

・
美

容
費

回
利

用
者

の
希

望
に

よ
り

、
月

に
１

度
、

外
部

の
理

容
美

容
業

者
に

よ
る

、
散

髪
等

を
行

な
っ

た
場

合

日
用

品
費

等
の

購
入

費
用

－
実

　
　

費
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ペ
ー

パ
ー

・
ハ

ブ
ラ

シ
・

歯
磨

き
粉

等
の

日
用

品
や

お
や

つ
等

の
購

入
費

用

N
o
.
4

(死
亡

日
)

（
入

所
時

1
回

）

（
死

亡
日

４
～

３
０
日

前
）

2
8
0

要
件

を
満

た
し

た
場

合
の

み
お

支
払

い
た

だ
く

料
金

等
（

※
1
割

負
担

の
場

合
の

金
額

で
表

示
、

2
割

負
担

の
場

合
は

「
介

護
保

険
給

付
サ

ー
ビ

ス
分

」
が

2
倍

、
3
割

負
担

の
場

合
は

「
介

護
保

険
給

付
サ

ー
ビ

ス
分

」
が

3
倍

）

7
2

看
取

り
介

護
加

算
Ⅰ

1
%

顔
そ
り
の
み

1
5
0
0

（
死

亡
日

前
日

、
前

々
日

）

加 算 等 料 金

（
死

亡
日

３
１
～

４
５

日
前

）

-
1
4

算
　

　
定

　
　

要
　

　
件

　
　

等

3
%

2
0

介 護 保 険 給 付 サ ー ビ ス

区
分

1
,2
8
0

1
4
4

2
,5
0
0

6
8
0

そ の 他

秀
峰

苑
指

定
地

域
密

着
型

介
護

老
人

福
祉

施
設

　
利

用
料

金
表

（
令

和
8
年

5
月

1
日

～
）

1
0
%

4
0

医
師

が
一

般
的

に
認

め
ら

れ
て

い
る

医
学

的
知

見
に

基
づ

き
、

回
復

の
見

込
が

な
い

と
診

断
し

た
利

用
者

に
対

し
て

、
本

人
ま

た
は

家
族

の
同

意
を

得
、

計
画

を
作

成
し

、
各

職
種

共
同

の
も

と
、

本
人

・
家

族
の

同
意

を
得

な
が

ら
看

取
り

の
介

護
を

行
い

、
利

用
者

が
亡

く
な

ら
れ

た
場

合
、

4
5
日

間
を

上
限

と
し

て
遡

っ
て

行
う

加
算


